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狂言はセリフが中心に進行する芸能ですが、能の様に謡をうたい、舞を舞う曲がいくつ
もあります。めでたい時、嬉しい時に謡い舞うのは勿論ですが、主人に叱られそうな時
ご機嫌を取ったり、物事の説明を舞で表現したり…謡や舞が入る事によって更に賑やか
に楽しく繰り広げられます。新しい御代の新春、渋谷で初笑いを是非お楽しみください！

セルリアンタワー能楽堂
tel : 0 3-3477- 6412（平日10時～18時/土日祝 14時30分～17時30分）
fax : 03-3477-0190
〒150 -8512 東京都渋谷区桜丘町26番1号B2F
https: //www.ceruleantower-noh.com

｢渋谷駅｣国道246号線沿いにそびえる超高層ビル
｢セルリアンタワー｣の地下2階。

※学生席はセルリアンタワー能楽堂のみにて取り扱います。  購入の際に学生証をご提示ください。

●電車：東急東横線・田園都市線、JR山手線・埼京線、
  東京メトロ銀座線・半蔵門線・副都心線、京王井の頭線の
  渋谷駅より徒歩5分
●成田空港より：リムジンバスで約110分
●羽田空港より：リムジンバスで約50分
●東京駅より：JR山手線（外回り）で約25分
●首都高速：渋谷ランプより約5分

解説 茂　山　千五郎

チケットぴあ（音声自動認識）　0570-02-9999（Pコード：497-282） https: //t.pia.jp/
セルリアンタワー能楽堂　03-3477-6412（平日10：00-18：00 /土日祝14：30-17：30）

東急シアターオーブチケットカウンター　渋谷ヒカリエ 2F（11：00-19：00）

S席（正面） 8,000円   A席（脇正面） 7,000円   B席（中正面） 6,000円
学生席（座敷・自由） 3,500円

2020年1月11日（土） 午後1時00分開演（12時30分開場）
2019年10月11日（金） 午前10時00分より◎チケット前売開始

◎公演日時

̶休憩15分̶

〈終演予定 午後3時00分〉
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※都合により公演の一部（出演者･曲目等）を変更する場合がございます。ご了承下さい。 ※休憩時間に、能楽堂隣「金田中」入り口にて、軽食の販売をいたします。

●セルリアンタワー東急ホテルでは、お食事とチケットをセットにしたお得なプランをご用意いたしております。
［お問合せ・お申込み］ タワーズレストラン「クーカーニョ」（40F）  03-3476-3404（10：00-22：30）

オンラインチケット MY Bunkamura  https://my.bunkamura.co.jp/ ［PC･スマホ対応/座席選択可］
チケットカウンター　Bunkamura 1F 正面入口右手（10：00-19：00）

チケットセンター　03-3477-9999（10：00-17：30）
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　長寿の祖父を持った三人の孫が、その長寿にあやかって名前をつけてもらいにやっ
てきました。祖父はそれぞれに「興がり」「ま興がり」「面白う」と名前をつけ、祝宴となり、
めでたく終わります。
　古くは親に付けてもらう名の他に名乗名という元服後に名前を付けてもらう事が
ありました。地位の高い人が名付け親となって名をつけると、引き出物を子供に贈る
習慣がありました。長寿と果報の目出度さを強調した狂言です。

「 財 　 宝 」狂言
祖父

孫・甲

孫・乙

孫・丙

茂　山　千　作
茂　山　　　茂
茂　山　千之丞
井　口　竜　也

ざ い ほ う

後見 鈴　木　　　実

　銘茶を買いに使わされた男が茶を買った帰り道に酒に酔っ払い、道ばたで酔い
潰れて寝てしまいます。そこへ通りかかったすっぱが男が背負っている茶壺を盗もうと
します。目を覚ました男は「自分のものだ」と主張しますが、すっぱも自分のものだと
言い張ります。言い争っているところへ目代が仲裁に入りますが、二人が同じことを
言うのでなかなか裁きがつかず…
　狂言に出てくる茶は「わび・さび」の茶ではなく、銘柄や産地を当てて金品を競う
「闘茶」であったようです。また「すっぱ」とは「詐欺師」、目代とは「代官」のことです。

「 茶 　 壺 」狂言
ち ゃ つ ぼ

すっぱ

中国方の者

目代

茂　山　あきら
茂　山　千之丞
鈴　木　　　実

後見 井　口　竜　也

　武家の男児が一定の年齢に達すると初めて小刀を差す成人の儀式を「差し初め」と
言います。主人は息子の刀を鞘に金を被せて美しく飾る「黄金の熨斗付」にしたいと思
い、太郎冠者を鎌倉へ金の値段を聞きに遣ります。ところが太郎冠者は「金の値」を
「鐘の音」と聞き違え、鎌倉の寺々を回って鐘の音を聞いて帰ってきます。太郎冠者は、
鐘の音を聞き回った経緯を得意気に主人に報告しますが…
　鎌倉の寺の様々な鐘の音を巧みに狂言の擬声語を使って表現するところが、この曲の
みどころです。

「 鐘 の 音 」狂言

太郎冠者

主人

仲裁人

茂　山　千五郎
茂　山　七五三
松　本　　　薫

か ね ね

後見 鈴　木　　　実

の し づ け

かね ね

かね ね


